
は
じ
め
に

令
和
３
年
小
牧
市
議
会
第
１
回
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に
係
る
私

の
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
と
と
も
に
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
、

主
要
な
施
策
と
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し

上
げ
、
議
員
各
位
、
並
び
に
15
万
余
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
々
、

ご
家
族
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
の
拡
大
防
止
や
支
援
の

た
め
日
々
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
医
療

従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
敬
意

を
表
し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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長
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市
政
運
営
に
対
す
る
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本
的
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考
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な
施
策
に
つ
い
て
お
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ら
せ
し
ま
す
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昨
年
は
、
小
牧
市
市
制
施
行
65
周
年
を

迎
え
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
予
期

せ
ぬ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
流
行
に
よ
り
、
４
月
に
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
初
め

て
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
ま

し
た
。
学
校
が
全
国
一
斉
に
休
校
と
な
る

な
ど
、「
当
た
り
前
の
日
常
」
が
奪
わ
れ
、

社
会
経
済
活
動
の
多
く
が
停
止
し
、
企
業

の
活
動
や
雇
用
、
人
々
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
誠
に
残
念
で
あ

り
ま
し
た
が
、
産
業
フ
ェ
ス
タ
や
令
和
夏

ま
つ
り
、
市
民
駅
伝
な
ど
、
こ
れ
ま
で
育

く
ん
で
き
た
大
規
模
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
は
じ
め
、
地
域
の
様
々

な
事
業
や
催
し
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
小
牧
市
で
は
、
市
民
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
市
議
会
か
ら
の

緊
急
要
望
を
踏
ま
え
て
、「
水
道
料
金
基
本

料
金
の
６
カ
月
間
免
除
」、「
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
へ
1
人
あ
た
り
５
千
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
の
配
布
」、「
75
歳
以
上
の
高
齢
者

へ
1
人
あ
た
り
1
万
円
の
感
染
症
対
策
協

力
金
の
支
給
」
等
、
本
市
独
自
の
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業
者
の

皆
様
に
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
融

資
関
係
を
は
じ
め
、
緊
急
事
態
措
置
期
間

中
に
愛
知
県
の
要
請
等
に
よ
っ
て
休
業
や

営
業
時
間
短
縮
に
協
力
し
た
事
業
者
へ
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
協

力
金
」
や
、
飲
食
店
に
お
い
て
、
新
た
に

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
場

合
や
店
内
の
換
気
機
能
強
化
等
来
店
者
の

感
染
防
止
措
置
等
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
「
飲
食
店
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
補
助
金
」
の
交
付
な
ど
、

地
元
中
小
事
業
者
の
事
業
継
続
の
た
め
の

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
更
に
は
、「
こ
ま
き
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
」、「
こ
ま
き
応
援

食
事
券
」、「
こ
ま
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

と
い
う
３
段
ロ
ケ
ッ
ト
の
経
済
対
策
を
矢

継
ぎ
早
に
実
施
し
、
地
域
経
済
の
下
支
え

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
11
月
頃
か
ら

感
染
症
の
第
三
波
に
よ
り
再
び
感
染
が
急

激
に
拡
大
し
、
愛
知
県
に
お
い
て
も
新
規

感
染
者
数
や
入
院
患
者
数
な
ど
が
激
増
し

た
こ
と
に
よ
り
、
１
月
13
日
に
は
２
度
目

と
な
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
昨
年
は
、
小
牧
市
に

お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
多
大
な
影
響
を
受
け
、
学
校
の
一
斉
休

校
や
各
種
事
業
の
中
止
を
は
じ
め
未
曾
有

の
事
態
に
直
面
す
る
中
で
、
感
染
症
対
策

に
追
わ
れ
、
市
民
の
安
全
確
保
と
市
民
生

活
の
安
定
、
地
域
経
済
の
下
支
え
に
全
力

を
傾
け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
に
お
い
て
も
、
今
ま
で
一
つ
ひ
と

つ
紡
い
で
ま
い
り
ま
し
た
地
域
の
つ
な
が

り
、
本
市
な
ら
で
は
の
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
そ
う
し
た
大
切
な
も
の
を
こ

の
災
禍
の
中
で
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
、
市
民
の
命
を
守
る
感

染
症
対
策
に
全
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
市

民
生
活
を
支
え
る
社
会
経
済
活
動
と
の
両

立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス

よ
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
引
き
続
き
優

先
事
項
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

さ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
、
医
療
関
係
者

等
へ
の
差
別
や
偏
見
等
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
昨
年
第
４
回
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、「
小
牧
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
係
者
の
人
権
擁
護
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
12
月
に
は
小
牧
青
年
会

議
所
と
「
コ
ロ
ナ
差
別
ゼ
ロ
共
同
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
様
へ
の
周
知
お
よ
び
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
１
月

18
日
に
は
、
県
内
で
い
ち
早
く
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
で
き
る
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
新
設
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
推
進
室
を
中
心
に
全

庁
的
な
職
員
の
協
力
体
制
の
も
と
、
市
民

の
皆
様
に
遅
滞
な
く
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
る
よ
う
鋭
意
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
は
、
医
療

従
事
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の

で
、
小
牧
市
医
師
会
の
ご
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
し
、
市
民
の
皆
様

が
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和 3年度 　小牧市施政方針と予算

（
掲
載
内
容
は
、
2
月
24
日
時
点
の
も
の
と
な
り
ま
す
）
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３
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行
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周
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目
の
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で
あ
り
ま
し
た
が
、
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期

せ
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４
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イ
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金
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、
本
市
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自
の
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な
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、
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に
お
い
て
、
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に
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を
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す
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場
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の
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の
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部
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す
る
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型
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ウ
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ス
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染
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策
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」
の
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な
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、

地
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中
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事
業
者
の
事
業
継
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の
た
め
の
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な
支
援
を
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て
ま
い
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ま
し
た
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更
に
は
、「
こ
ま
き
応
援
キ
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ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
」、「
こ
ま
き
応
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ま
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プ
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と
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う
３
段
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の
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対
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を
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に
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し
、
地
域
経
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の
下
支
え

を
図
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て
ま
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ま
し
た
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し
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が
ら
、
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年
の
11
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頃
か
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感
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の
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に
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り
再
び
感
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が
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に
拡
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、
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に
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新
規
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者
数
や
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数
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が
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た
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と
に
よ
り
、
１
月
13
日
に
は
２
度
目

と
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る
「
緊
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宣
言
」
が
発
出
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れ
、

現
在
も
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い
る
状
況
で
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。

　
以
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の
よ
う
に
、
昨
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は
、
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牧
市
に

お
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て
も
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型
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ウ
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感
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症

の
多
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な
影
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を
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け
、
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の
一
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休
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や
各
種
事
業
の
中
止
を
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じ
め
未
曾
有

の
事
態
に
直
面
す
る
中
で
、
感
染
症
対
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に
追
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れ
、
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の
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確
保
と
市
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生

活
の
安
定
、
地
域
経
済
の
下
支
え
に
全
力

を
傾
け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
に
お
い
て
も
、
今
ま
で
一
つ
ひ
と

つ
紡
い
で
ま
い
り
ま
し
た
地
域
の
つ
な
が

り
、
本
市
な
ら
で
は
の
文
化
や
コ
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テ
ィ
な
ど
、
そ
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し
た
大
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な
も
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を
こ

の
災
禍
の
中
で
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
、
市
民
の
命
を
守
る
感

染
症
対
策
に
全
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
市

民
生
活
を
支
え
る
社
会
経
済
活
動
と
の
両

立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス

よ
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
引
き
続
き
優

先
事
項
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

さ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
、
医
療
関
係
者

等
へ
の
差
別
や
偏
見
等
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
昨
年
第
４
回
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、「
小
牧
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
係
者
の
人
権
擁
護
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
12
月
に
は
小
牧
青
年
会

議
所
と
「
コ
ロ
ナ
差
別
ゼ
ロ
共
同
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
様
へ
の
周
知
お
よ
び
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
１
月

18
日
に
は
、
県
内
で
い
ち
早
く
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
で
き
る
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
新
設
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
推
進
室
を
中
心
に
全

庁
的
な
職
員
の
協
力
体
制
の
も
と
、
市
民

の
皆
様
に
遅
滞
な
く
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
る
よ
う
鋭
意
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
は
、
医
療

従
事
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の

で
、
小
牧
市
医
師
会
の
ご
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
し
、
市
民
の
皆
様

が
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和 3年度 　小牧市施政方針と予算

（
掲
載
内
容
は
、
2
月
24
日
時
点
の
も
の
と
な
り
ま
す
）
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さ
て
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
「
改
革

と
創
造
の
市
政
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

市
政
」
を
掲
げ
、
将
来
を
見
据
え
た

様
々
な
改
革
と
小
牧
市
の
明
る
い
未

来
に
つ
な
が
る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
全
力
を
注
ぎ
、
信
念
と
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
市
政
を
運
営
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
小
牧
市
民
憲
章
に
掲
げ

る
理
想
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
小

牧
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
策

定
し
た
初
め
て
の
計
画
で
あ
る
「
小

牧
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
第
１
次

基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
継
承
し
た
３
つ
の
都
市
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
「
こ
ど
も
夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

№
１
都
市
」「
健
康
・
支
え
合
い
循

環
都
市
」「
魅
力
・
活
力
創
造
都
市
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
機
軸
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、

〝
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
〞
持
続
可
能

で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
、
多
様

性
を
生
か
す
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
考

え
に
も
十
分
に
意
を
配
し
な
が
ら
、
多

様
な
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
小

牧
市
の
強
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
加
速
さ
せ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
１
の
「
こ
ど
も

夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
１
都
市
」
が
目
指

す
、
こ
ど
も
の
夢
へ
の
挑
戦
を
ま
ち
全

体
で
応
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
ど
も

を
中
心
に
世
代
を
越
え
て
市
民
が
つ

な
が
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

は
、
す
べ
て
の
世
代
が
暮
ら
し
や
す

い
、
あ
た
た
か
い
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
２
の

「
健
康
・
支
え
合
い
循
環
都
市
」
は
、

幸
せ
な
高
齢
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
を
通
じ
て
市
民
が
よ
り
豊
か
な
自

分
ら
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
活
動

や
地
域
自
治
の
充
実
拡
大
を
通
じ
て
、

地
域
で
の
支
え
合
い
助
け
合
い
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
を

は
じ
め
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
３
「
魅
力・

活
力
創
造
都
市
」
の
若
い
世
代
や
子
育

て
世
代
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
は
、
地
域
を
活
性
化
し
、

子
や
孫
の
世
代
へ
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。

　

地
域
経
済
を
支
援
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
産
業
集
積
を

持
続
的
に
高
め
る
こ
と
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け

る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

▲市議会第 1回定例会（2月 24日）において、山下市長が施政方針演説を行いました。

施政方針は、
市公式YouTube で
ご覧いただけます。

  0:00〈はじめに〉
  0:30〈新型コロナウイルス感染症〉
  6:05 〈市政運営方針〉
10:23 〈予算編成方針〉
13:16 〈市政戦略編〉
28:56 〈安全・環境〉
33:10 〈健康・福祉〉
35:44 〈教育・子育て〉
39:18 〈文化・スポーツ〉
40:55 〈産業・交流〉
42:18 〈都市基盤・交通〉
45:40 〈自治体経営編〉
49:03 〈新型コロナウイルス感染症対策〉
52:17 〈令和 3年度予算規模〉
54:37 〈結びに〉
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集特

市
政
運
営
方
針

　
あ
わ
せ
て
、「
第
２
期
小
牧
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
も

と
に
、
本
市
の
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
問
題
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
地
方

創
生
の
充
実
・
強
化
を
図
る
ほ
か
、
全

庁
的
に
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
持
続
可

能
な
開
発
目
標
で
あ
り
ま
す「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
方
針
に
よ
り
、
私
は
小
牧
市

長
と
し
て
、
ま
ず
は
未
だ
終
息
の
見
え

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
予
定

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
め
て
、
市
民
の

命
を
守
る
た
め
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
社
会
経
済

活
動
と
の
両
立
を
図
り
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、小
牧
市
の
将
来
を
見
据
え
、

世
代
間
や
地

域
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り

な
が
ら
、
こ

ど
も
が
夢
を

育
み
、
高
齢

者
を
は
じ
め

誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
小
牧
市
、
そ
し
て
、
若

い
世
代
や
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い

と
、子
や
孫
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
、

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
夢
あ
る
小
牧
市

を
創
造
す
る
た
め
、
議
員
各
位
、
並
び

に
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
小

牧
市
の
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
更
な

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、
15
万
余
市
民
の
幸

せ
の
た
め
の
市
政
運
営
に
、
決
意
と
信

念
を
持
っ
て
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

POINT

「小牧市まちづくり推進計画」「小牧市まちづくり推進計画」

まちづくりの基軸として掲げるまちづくりの基軸として掲げる
３つの都市ヴィジョン３つの都市ヴィジョン

「小牧市まちづくり推進計画」

まちづくりの機軸として掲げる
３つの都市ヴィジョン

都市ヴィジョン１
　「こども夢・チャレンジNo.1 都市」

都市ヴィジョン２
　「健康・支え合い循環都市」

都市ヴィジョン３
　「魅力・活力創造都市」

　小牧市民憲章に掲げる理想
のまちを実現するための市の
最上位計画です。

◀計画はこちらからご覧ください。
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あ
わ
せ
て
、「
第
２
期
小
牧
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
も

と
に
、
本
市
の
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
問
題
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
地
方

創
生
の
充
実
・
強
化
を
図
る
ほ
か
、
全

庁
的
に
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
持
続
可

能
な
開
発
目
標
で
あ
り
ま
す「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
方
針
に
よ
り
、
私
は
小
牧
市

長
と
し
て
、
ま
ず
は
未
だ
終
息
の
見
え

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
予
定

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
め
て
、
市
民
の

命
を
守
る
た
め
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
社
会
経
済

活
動
と
の
両
立
を
図
り
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、小
牧
市
の
将
来
を
見
据
え
、

世
代
間
や
地

域
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り

な
が
ら
、
こ

ど
も
が
夢
を

育
み
、
高
齢

者
を
は
じ
め

誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
小
牧
市
、
そ
し
て
、
若

い
世
代
や
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い

と
、子
や
孫
も
住
み
続
け
た
い
と
思
う
、

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
夢
あ
る
小
牧
市

を
創
造
す
る
た
め
、
議
員
各
位
、
並
び

に
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
小

牧
市
の
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
更
な

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、
15
万
余
市
民
の
幸

せ
の
た
め
の
市
政
運
営
に
、
決
意
と
信

念
を
持
っ
て
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

POINT

「小牧市まちづくり推進計画」「小牧市まちづくり推進計画」

まちづくりの基軸として掲げるまちづくりの基軸として掲げる
３つの都市ヴィジョン３つの都市ヴィジョン

「小牧市まちづくり推進計画」

まちづくりの機軸として掲げる
３つの都市ヴィジョン

都市ヴィジョン１
　「こども夢・チャレンジNo.1 都市」

都市ヴィジョン２
　「健康・支え合い循環都市」

都市ヴィジョン３
　「魅力・活力創造都市」

　小牧市民憲章に掲げる理想
のまちを実現するための市の
最上位計画です。

◀計画はこちらからご覧ください。
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予
算
編
成
方
針   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
を
含
む
重
点
施
策
に
対
し

積
極
的
に
予
算
配
分

　
本
市
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連

経
費
や
、
公
共
施
設
の
建
替
え
や
改
修
に

要
す
る
費
用
な
ど
年
々
増
加
す
る
経
費
の

状
況
に
加
え
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
相
次
ぐ
国
の
制
度
改

正
や
政
策
が
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し

て
い
る
中
で
、
市
税
の
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済

状
況
悪
化
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

は
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
、
よ
り
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
生

活
様
式
に
適
応
し
た
安
全
・
安
心
・
快
適

な
市
民
生
活
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、
健
全

財
政
の
維
持
に
十
分
留
意
し
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
策
全

般
に
わ
た
り
各
事
業
の
緊
急
度
・
重
要
度

を
見
極
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費

の
節
減
合
理
化
を
行
い
、
財
源
を
捻
出
す

る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
を
含
む
重
要
施
策
に
対
し
て

重
点
的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
危
機
に
直
面
し
、

社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
へ
の
積
極
的
な

投
資
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
小
牧
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
第
１
次

基
本
計
画
」
を
推
進
し
、
行
財
政
改
革
の

取
組
な
ど
を
更
に
力
強
く
進
め
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
議
員
各
位
や
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を

十
分
に
検
討
し
た
上
で
可
能
な
限
り
市
政

に
反
映
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
十
分
応
え

得
る
よ
う
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
の
予
算
規
模
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
は
対
前
年
度
当
初
比
4.1
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
5
9
0
億
6
、3
0
0
万
円
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

総
額
は
、
対
前
年
度
当
初
比
1.0
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

1
、2
3
9
億
8
、5
9
9
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化

の
影
響
か
ら
、
市
税
収
入
は
、
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
よ
り
更
に
24
億
円
を
超
え
る
大
幅
な
減

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

社
会
保
障
関
連
経
費
な
ど
の
増
加
に
加
え
、
相
次
ぐ

国
の
制
度
改
正
や
政
策
が
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し
て
い
る
中

で
、
市
税
収
入
の
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
非
常
に
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
も
対
応
す
る
と
と

も
に
、
健
全
財
政
の
維
持
と
各
分
野
間
の
バ
ラ
ン
ス

に
十
分
に
留
意
し
な
が
ら
、
最
優
先
で
あ
る
市
民
の

安
全
・
安
心
を
は
じ
め
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の
重
要

施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
決
し
て
後

退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
前
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
積
極
的
か
つ
優
先
的
に
予
算
化
す
る
よ
う
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

明
る
い
日
常
を
取
り
戻
し
、
市
民
の
皆
様
が
小
牧
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
３
つ
の
都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
「
こ
ど
も

夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
１
都
市
」、「
健
康
・
支
え
合
い

循
環
都
市
」、「
魅
力
・
活
力
創
造
都
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、小
牧
市
の
様
々

な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
着
実
な
歩
み
を
刻
む
一
年

と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一般会計の歳入
令
和
３
年
度

       

小
牧
市
の予

算
一般会計一般会計
  590590億億6,300万円万円（前年度比 4.1％減）
特別会計　　  262億6,889万円（前年度比1.6％増）

企業会計　　  386億5,410万円（前年度比2.2％増）　

全会計合計  1,239億8,599万円（前年度比1.0％減）

市税市税（50.0％）（50.0％）
295.2295.2億円億円

国庫・県支出金国庫・県支出金（18.4％）（18.4％）
109.1109.1億円億円

繰入金繰入金（9.3％）（9.3％）
54.954.9億円億円

市債（4.2％）
24.5億円

その他（8.1％）
47.8億円

地方譲与税・交付金交付金（10.0％）（10.0％）
59.1億円

6,3006,300
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集特
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
を
含
む
重
点
施
策
に
対
し

積
極
的
に
予
算
配
分

　
本
市
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連

経
費
や
、
公
共
施
設
の
建
替
え
や
改
修
に

要
す
る
費
用
な
ど
年
々
増
加
す
る
経
費
の

状
況
に
加
え
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
相
次
ぐ
国
の
制
度
改

正
や
政
策
が
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し

て
い
る
中
で
、
市
税
の
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済

状
況
悪
化
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

は
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
、
よ
り
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
生

活
様
式
に
適
応
し
た
安
全
・
安
心
・
快
適

な
市
民
生
活
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、
健
全

財
政
の
維
持
に
十
分
留
意
し
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
策
全

般
に
わ
た
り
各
事
業
の
緊
急
度
・
重
要
度

を
見
極
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費

の
節
減
合
理
化
を
行
い
、
財
源
を
捻
出
す

る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
を
含
む
重
要
施
策
に
対
し
て

重
点
的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
危
機
に
直
面
し
、

社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
へ
の
積
極
的
な

投
資
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
小
牧
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
第
１
次

基
本
計
画
」
を
推
進
し
、
行
財
政
改
革
の

取
組
な
ど
を
更
に
力
強
く
進
め
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
議
員
各
位
や
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を

十
分
に
検
討
し
た
上
で
可
能
な
限
り
市
政

に
反
映
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
十
分
応
え

得
る
よ
う
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
の
予
算
規
模
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
は
対
前
年
度
当
初
比
4.1
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
5
9
0
億
6
、3
0
0
万
円
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

総
額
は
、
対
前
年
度
当
初
比
1.0
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

1
、2
3
9
億
8
、5
9
9
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化

の
影
響
か
ら
、
市
税
収
入
は
、
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
よ
り
更
に
24
億
円
を
超
え
る
大
幅
な
減

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

社
会
保
障
関
連
経
費
な
ど
の
増
加
に
加
え
、
相
次
ぐ

国
の
制
度
改
正
や
政
策
が
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し
て
い
る
中

で
、
市
税
収
入
の
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
非
常
に
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
も
対
応
す
る
と
と

も
に
、
健
全
財
政
の
維
持
と
各
分
野
間
の
バ
ラ
ン
ス

に
十
分
に
留
意
し
な
が
ら
、
最
優
先
で
あ
る
市
民
の

安
全
・
安
心
を
は
じ
め
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の
重
要

施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
決
し
て
後

退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
前
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
積
極
的
か
つ
優
先
的
に
予
算
化
す
る
よ
う
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

明
る
い
日
常
を
取
り
戻
し
、
市
民
の
皆
様
が
小
牧
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
３
つ
の
都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
「
こ
ど
も

夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
１
都
市
」、「
健
康
・
支
え
合
い

循
環
都
市
」、「
魅
力
・
活
力
創
造
都
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、小
牧
市
の
様
々

な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
着
実
な
歩
み
を
刻
む
一
年

と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会計名 令和３年度
当初予算額

令和２年度
当初予算額 増減率（％）

一般会計 590.6 億円 615.8 億円 △ 4.1

特
別
会
計

 土地取得 2.0 億円 68 万円 29,812.9
 国民健康保険事業 126.6 億円 128.6 億円 △ 1.5
文津土地区画整理事業 3.6 億円 4.8 億円 △ 24.4
 岩崎山前土地区画整理事業 3.2 億円 1.7 億円 90.2
小牧南土地区画整理事業 4.2 億円 4.8 億円 △ 12.0
 本庄土地区画整理事業 1.0 億円 ー 皆増
 小松寺土地区画整理事業 ー 0.1 億円 皆減
 介護保険事業 85.1 億円 81.8 億円 3.9
 後期高齢者医療 37.0 億円 36.7 億円 0.8

計 262.7 億円 258.5 億円 1.6

企
業
会
計
　

 病院事業 286.7 億円 284.1 億円 0.9
 水道事業 50.5 億円 45.5 億円 11.1
 下水道事業 49.3　億円 　48.7 億円 1.2

計 386.5 億円 378.3 億円 2.2

一般会計・特別会計・企業会計の状況

※予算額を端数処理しているため、増減率は一致しない場合があります。

一般会計の歳出

民生費民生費（38.5％）（38.5％）
227.4227.4億円億円

衛生費衛生費（10.7％）（10.7％）
63.263.2億円億円

総務費総務費（10.3％）（10.3％）
60.760.7億円億円

商工費（3.4％）
20.2億円

その他（7.1％）
41.8億円

土木費土木費（11.7％）（11.7％）
69.069.0億円億円 教育費教育費（18.3％）（18.3％）

108.3108.3億円億円
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令和 3年度 　小牧市施政方針と予算



予
算
編
成
方
針   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
を
含
む
重
点
施
策
に
対
し

積
極
的
に
予
算
配
分

　
本
市
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連

経
費
や
、
公
共
施
設
の
建
替
え
や
改
修
に

要
す
る
費
用
な
ど
年
々
増
加
す
る
経
費
の

状
況
に
加
え
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
相
次
ぐ
国
の
制
度
改

正
や
政
策
が
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し

て
い
る
中
で
、
市
税
の
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済

状
況
悪
化
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

は
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
、
よ
り
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
生

活
様
式
に
適
応
し
た
安
全
・
安
心
・
快
適

な
市
民
生
活
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、
健
全

財
政
の
維
持
に
十
分
留
意
し
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
策
全

般
に
わ
た
り
各
事
業
の
緊
急
度
・
重
要
度

を
見
極
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費

の
節
減
合
理
化
を
行
い
、
財
源
を
捻
出
す

る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
を
含
む
重
要
施
策
に
対
し
て

重
点
的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
危
機
に
直
面
し
、

社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
へ
の
積
極
的
な

投
資
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
小
牧
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
第
１
次

基
本
計
画
」
を
推
進
し
、
行
財
政
改
革
の

取
組
な
ど
を
更
に
力
強
く
進
め
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
議
員
各
位
や
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を

十
分
に
検
討
し
た
上
で
可
能
な
限
り
市
政

に
反
映
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
十
分
応
え

得
る
よ
う
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
の
予
算
規
模
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
は
対
前
年
度
当
初
比
4.1
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
5
9
0
億
6
、3
0
0
万
円
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

総
額
は
、
対
前
年
度
当
初
比
1.0
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

1
、2
3
9
億
8
、5
9
9
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化

の
影
響
か
ら
、
市
税
収
入
は
、
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
よ
り
更
に
24
億
円
を
超
え
る
大
幅
な
減

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

社
会
保
障
関
連
経
費
な
ど
の
増
加
に
加
え
、
相
次
ぐ

国
の
制
度
改
正
や
政
策
が
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し
て
い
る
中

で
、
市
税
収
入
の
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
非
常
に
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
も
対
応
す
る
と
と

も
に
、
健
全
財
政
の
維
持
と
各
分
野
間
の
バ
ラ
ン
ス

に
十
分
に
留
意
し
な
が
ら
、
最
優
先
で
あ
る
市
民
の

安
全
・
安
心
を
は
じ
め
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の
重
要

施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
決
し
て
後

退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
前
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
積
極
的
か
つ
優
先
的
に
予
算
化
す
る
よ
う
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

明
る
い
日
常
を
取
り
戻
し
、
市
民
の
皆
様
が
小
牧
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
３
つ
の
都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
「
こ
ど
も

夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
１
都
市
」、「
健
康
・
支
え
合
い

循
環
都
市
」、「
魅
力
・
活
力
創
造
都
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、小
牧
市
の
様
々

な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
着
実
な
歩
み
を
刻
む
一
年

と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一般会計の歳入
令
和
３
年
度

       

小
牧
市
の予

算
一般会計一般会計
  590590億億6,3006,300万円万円（前年度比 4.1％減）
特別会計　　  262億6,889万円（前年度比1.6％増）

企業会計　　  386億5,410万円（前年度比2.2％増）　

全会計合計  1,239億8,599万円（前年度比1.0％減）

市税市税（50.0％）（50.0％）
295.2295.2億円億円

国庫・県支出金国庫・県支出金（18.4％）（18.4％）
109.1109.1億円億円

繰入金繰入金（9.3％）（9.3％）
54.954.9億円億円

市債（4.2％）
24.5億円

その他（8.1％）
47.8億円

地方譲与税・交付金交付金（10.0％）（10.0％）
59.1億円
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集特
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
を
含
む
重
点
施
策
に
対
し

積
極
的
に
予
算
配
分

　
本
市
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連

経
費
や
、
公
共
施
設
の
建
替
え
や
改
修
に

要
す
る
費
用
な
ど
年
々
増
加
す
る
経
費
の

状
況
に
加
え
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
や
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
相
次
ぐ
国
の
制
度
改

正
や
政
策
が
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し

て
い
る
中
で
、
市
税
の
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済

状
況
悪
化
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

は
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
、
よ
り
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
生

活
様
式
に
適
応
し
た
安
全
・
安
心
・
快
適

な
市
民
生
活
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、
健
全

財
政
の
維
持
に
十
分
留
意
し
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
施
策
全

般
に
わ
た
り
各
事
業
の
緊
急
度
・
重
要
度

を
見
極
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費

の
節
減
合
理
化
を
行
い
、
財
源
を
捻
出
す

る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
を
含
む
重
要
施
策
に
対
し
て

重
点
的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
危
機
に
直
面
し
、

社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
へ
の
積
極
的
な

投
資
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

「
小
牧
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
第
１
次

基
本
計
画
」
を
推
進
し
、
行
財
政
改
革
の

取
組
な
ど
を
更
に
力
強
く
進
め
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
議
員
各
位
や
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を

十
分
に
検
討
し
た
上
で
可
能
な
限
り
市
政

に
反
映
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
十
分
応
え

得
る
よ
う
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

令
和
３
年
度
の
予
算
規
模
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
は
対
前
年
度
当
初
比
4.1
パ
ー
セ
ン
ト

減
の
5
9
0
億
6
、3
0
0
万
円
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

総
額
は
、
対
前
年
度
当
初
比
1.0
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

1
、2
3
9
億
8
、5
9
9
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化

の
影
響
か
ら
、
市
税
収
入
は
、
減
収
を
見
込
ん
だ

令
和
２
年
度
よ
り
更
に
24
億
円
を
超
え
る
大
幅
な
減

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

社
会
保
障
関
連
経
費
な
ど
の
増
加
に
加
え
、
相
次
ぐ

国
の
制
度
改
正
や
政
策
が
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
る
本
市
の
財
政
を
急
激
に
圧
迫
し
て
い
る
中

で
、
市
税
収
入
の
更
な
る
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
非
常
に
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
も
対
応
す
る
と
と

も
に
、
健
全
財
政
の
維
持
と
各
分
野
間
の
バ
ラ
ン
ス

に
十
分
に
留
意
し
な
が
ら
、
最
優
先
で
あ
る
市
民
の

安
全
・
安
心
を
は
じ
め
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の
重
要

施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
決
し
て
後

退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
前
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
積
極
的
か
つ
優
先
的
に
予
算
化
す
る
よ
う
努
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

明
る
い
日
常
を
取
り
戻
し
、
市
民
の
皆
様
が
小
牧
に

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
暮
ら
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
３
つ
の
都
市
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
「
こ
ど
も

夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
１
都
市
」、「
健
康
・
支
え
合
い

循
環
都
市
」、「
魅
力
・
活
力
創
造
都
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、小
牧
市
の
様
々

な
課
題
の
克
服
に
向
け
て
着
実
な
歩
み
を
刻
む
一
年

と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会計名 令和３年度
当初予算額

令和２年度
当初予算額 増減率（％）

一般会計 590.6 億円 615.8 億円 △ 4.1

特
別
会
計

 土地取得 2.0 億円 68 万円 29,812.9
 国民健康保険事業 126.6 億円 128.6 億円 △ 1.5
文津土地区画整理事業 3.6 億円 4.8 億円 △ 24.4
 岩崎山前土地区画整理事業 3.2 億円 1.7 億円 90.2
小牧南土地区画整理事業 4.2 億円 4.8 億円 △ 12.0
 本庄土地区画整理事業 1.0 億円 ー 皆増
 小松寺土地区画整理事業 ー 0.1 億円 皆減
 介護保険事業 85.1 億円 81.8 億円 3.9
 後期高齢者医療 37.0 億円 36.7 億円 0.8

計 262.7 億円 258.5 億円 1.6

企
業
会
計
　

 病院事業 286.7 億円 284.1 億円 0.9
 水道事業 50.5 億円 45.5 億円 11.1
 下水道事業 49.3　億円 　48.7 億円 1.2

計 386.5 億円 378.3 億円 2.2

一般会計・特別会計・企業会計の状況

※予算額を端数処理しているため、増減率は一致しない場合があります。

一般会計の歳出

民生費民生費（38.5％）（38.5％）
227.4227.4億円億円

衛生費衛生費（10.7％）（10.7％）
63.263.2億円億円

総務費総務費（10.3％）（10.3％）
60.760.7億円億円

商工費（3.4％）
20.2億円

その他（7.1％）
41.8億円

土木費土木費（11.7％）（11.7％）
69.069.0億円億円 教育費教育費（18.3％）（18.3％）

108.3108.3億円億円
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令和 3年度 　小牧市施政方針と予算



都市ヴィジョン１

「こども夢・チャレンジNo.1 都市」

新

令和３年度中に小学校１校、
中学校１校のトイレ洋式化工事

・25 歳以下の学生等がチャ
レンジしたい内容をプレゼ
ンし、優秀者に助成金を支
給（上限30万円）

・中学生が自身の夢を発表す
る場を設け、優秀者に表彰
記念品を贈呈

平日の開設時間を30分延長等
（午後6時30分まで▶午後7時まで）

令和３年度中に小学校７校の
特別教室の空調機設置工事

繰越事業繰越事業

小学校特別教室
空調機設置事業

小・中学校
トイレ洋式化事業

夢にチャレンジ助成金
支給事業

児童クラブ開設時間
延長等事業

充実

充実新規

充実充実

充実

子育て世代包括支援
センター運営事業

児童クラブ環境
整備事業

小牧南小学校
改築事業

　こどもの夢への挑戦を
まち全体で応援していく
ことで、こどもを中心に
世代を越えて市民がつな
がり、あたたかく支え合
い、暮らしやすい魅力あ
ふれるまちをつくってい
くことをイメージした都
市概念です。

新規・充実等新規・充実等のの　　　　主な主な事業一覧　事業一覧　

小牧南小学校の全面改築に
合わせて、小牧南児童クラブ
を改築など

令和 4年の早い時期の校舎
完成に向けて改築工事等

・妊婦・産婦・乳児個別健康
診査事業、母子保健型利用
者支援事業、妊娠・出産包
括支援事業、産前産後ヘル
パー派遣事業、一時預かり
事業、こども家庭総合支援
拠点事業

多胎妊婦健康診査５回分を
追加交付

充
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集特　令和 3年度予算　新規・充実等の主な事業一覧

新

　　　　　　　　

都市ヴィジョン２

「健康・支え合い循環都市」

新

介護予防教室の開催、フレイ
ルチェック体制の整備、フレ
イル重症化予防の個別相談
などフレイル予防を一体的
に推進

・ 市民活動、ボランティア活
動、地域活動、生涯学習等
の活動の連携を促すハブ的
拠点として運営

・ 支え合いいきいきポイント
受付窓口の開設

難病等の方が使用する人工
呼吸器などの在宅医療機器
のバッテリー等の購入費用
の一部を助成
（対象品目により 5万円または 10万円
を上限に購入費用の 95％を助成）

・ いきいき世代個別歯科健診
の対象者を拡大

 （40歳から75歳までの5歳刻み▶40歳
から 80歳までの 5歳刻み）

・ 歯周病予防個別健診の対象
者を拡大

 （35歳▶20歳から35歳までの5歳刻み）

・講演会や勉強会の開催など
による設立の推進、地域助
け合い交付金、市職員の地
域パートナー制度などによ
る活動支援

・全 16 小学校区のうち 13
小学校区で設立済み

個別歯科健診事業

地域協議会設立
推進・活動支援事業

フレイル予防推進事業

（仮称）第３老人福祉センター
施設建設事業

市民交流テラス
「ワクティブこまき」
運営事業

日常生活用具給付事業

充実新規

充実

充実

令和 3年度予算令和 3年度予算 新規・充実等新規・充実等のの　　　　　　　　主な主な事業一覧　事業一覧　
　幸せな高齢社会を実現するた
めに、市民の健康づくりを支援
し、支え合いの地域づくりに力
を注ぎ、「健康」と「支え合い」
の地域内循環を目指す小牧市独
自の取組みをイメージした都市
概念です。
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令和 3年度 　小牧市施政方針と予算

新

・今後も増加する高齢者の
健康増進や教養向上を図
るため、久保一色地内に
市内 3番目となる老人福
祉センターを建設

・令和 3年度は主に用地の
購入および建設工事を進
め令和 5年中に完成予定



都市ヴィジョン２

「健康・支え合い循環都市」

新

介護予防教室の開催、フレイ
ルチェック体制の整備、フレ
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のバッテリー等の購入費用
の一部を助成
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を上限に購入費用の 95％を助成）

・ いきいき世代個別歯科健診
の対象者を拡大

 （40歳から75歳までの5歳刻み▶40歳
から 80歳までの 5歳刻み）

・ 歯周病予防個別健診の対象
者を拡大

 （35歳▶20歳から35歳までの5歳刻み）

・講演会や勉強会の開催など
による設立の推進、地域助
け合い交付金、市職員の地
域パートナー制度などによ
る活動支援

・全 16 小学校区のうち 13
小学校区で設立済み

個別歯科健診事業

地域協議会設立
推進・活動支援事業

フレイル予防推進事業

（仮称）第３老人福祉センター
施設建設事業

市民交流テラス
「ワクティブこまき」
運営事業

日常生活用具給付事業

充実新規

充実

充実

令和 3年度予算令和 3年度予算 新規・充実等新規・充実等のの　　　　　　　　主な主な事業一覧　事業一覧　
　幸せな高齢社会を実現するた
めに、市民の健康づくりを支援
し、支え合いの地域づくりに力
を注ぎ、「健康」と「支え合い」
の地域内循環を目指す小牧市独
自の取組みをイメージした都市
概念です。

11 2021
4.1 広報

令和 3年度 　小牧市施政方針と予算

新

・今後も増加する高齢者の
健康増進や教養向上を図
るため、久保一色地内に
市内 3番目となる老人福
祉センターを建設

・令和 3年度は主に用地の
購入および建設工事を進
め令和 5年中に完成予定



集特

　
我
が
国
の
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
の
到
来
、
日
進
月
歩
に
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
革
新
、
更
に
は
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

先
行
き
不
透
明
な
社
会
情
勢
と
い
う
予
測
不
能
な

激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
今
日
、
ま
さ
に
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
、
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
未
来

に
向
け
た
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
は
、
弛
ま
ぬ
挑
戦

と
努
力
に
よ
っ
て
今
日
の
豊
か
な
小
牧
市
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
小
牧
市
を
守
り
抜
き
、
更
に
住
み
よ
く
誇
れ

る
ま
ち
に
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
郷
土
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
」を
引
き
継
ぎ
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ

る
安
心
社
会
を
築
き
、「
こ
ど
も
を
は
じ
め
、
障
が

い
者
、
高
齢
者
と
い
っ
た
社
会
的
に
弱
い
立
場
の

方
々
を
含
む
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
が
笑
顔
で

将
来
に
夢
を
描
き
、
挑
戦
で
き
る
小
牧
市
」、「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
輝

き
続
け
る
、
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
夢
あ
る
小
牧

市
」
の
創
造
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
、
並
び
に
15
万
余
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

施
政
方
針
の

　
　
　
お
わ
り
に

都市ヴィジョン 3

「魅力 ･活力創造都市」

・利用者ニーズや時代の要請
に対応した居心地の良い滞
在型図書館を運営

・開館時間の拡大、Wi-Fi 環
境や ICT 機器の導入、電子
書籍の貸出など

駅西駅前広場
南側に芝生広
場（駅西公園）
の整備など

・東部振興構想の策定、東部
まちづくり審議会の開催

・ワークショップの開催、パ
ブリックコメントの実施

・小牧駅前の歩専 1 号線に
「にぎわい広場」を設置
・季節ごとの装飾、利用方法
の案内やイベント告知の
ホームペー
ジ作成など

・商工会議所が実施するこま
きプレミアム商品券発行事
業に補助

・プレミアム率 20％、発行総
額 9億 6,000 万円で実施

にぎわい広場
運営事業

こまきプレミアム商品券
発行助成事業

・中心市街地グランドデザイ
ン策定委員会の開催

・ワークショップの開催、パ
ブリックコメントの実施

中心市街地グランド
デザイン策定事業

中央図書館運営事業

小牧駅周辺整備事業

東部振興構想等
策定事業

新規

・こども達にこれからの未来
を力強く生き抜く力を育て
る豊かな「学び」を提供

・デジタルコンテンツ等保守
管理委託、こまき巡回バス
運賃負担など

こまきこども未来館
運営事業 充実 充実

　若い世代や子育て世代が住
みたい、住み続けたいと思え
る魅力ある都市と経済・雇用・
財政の基盤が確立された活力
ある都市の創造をイメージし
た都市概念です。

30 

６６．．駅駅西西駅駅前前広広場場「「ににぎぎわわいい空空間間」」ののイイメメーージジススケケッッチチ 
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　令和 3年度予算　新規・充実等の主な事業一覧
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市
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将
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描
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挑
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で
き
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市
」、「
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み
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い
、
住
み
続
け
た
い
、
将
来
に
わ
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っ
て
輝

き
続
け
る
、
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
夢
あ
る
小
牧

市
」
の
創
造
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
、
並
び
に
15
万
余
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

行政改革、市民サービスの向上、
新型コロナウイルス対策

・電話や文書等による催告、
口座振替の推進など
  「Pay Pay（ ペ イ ペ イ ）」
「LINE Pay（ラインペイ）」
を使った市税等の納付を開始

・飛沫防止用のアクリルパー
テーション、アルコール手
指消毒液などを購入

・私立保育園等には、感染症
対策に要する費用の一部
を補助（1施設あたり 50万円
以内）

・小中学校にアルコール消毒
液、CO2濃度測定器など
を配備

・全児童生徒に携
帯用の手指消毒
ボトルを配付

・市内の中小企業事業者の
EC サイト導入などに係る
経費の一部を補助
（対象経費の
1/2、または
1/3 を 補 助
※限度額あり）

・市役所会議室のWi-Fi 環境
整備

・ウェブ会議・テレワーク用
のモバイルWi-Fi 等の導入

・ 民間事業者等の ICT技術を
活用し、地域課題や行政課
題を解決できるか検証
令和３年度は、課題の洗い
出しを行いテーマの絞り込
みを行う

・新型コロナウイルスに感染
などにより自宅療養を余儀
なくされた方に食料、日用
品などを供給

課題提案型実証事業

新型コロナウイルス
対策生活支援事業

納税推進事業

保育園・幼稚園等に
おける感染防止対策事業

小・中学校
新型コロナウイルス対策
物品購入事業

新型コロナウイルス対策
非対面型販路開拓支援
補助事業

ウェブ会議・テレワーク
環境整備事業

新規充実

充実

充実

充

新規

新規
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令和 3年度 　小牧市施政方針と予算

繰越事業
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